
維

摩

経

に
お

け

る
教

団

大

鹿

　

実
（東

洋
　
大

は

じ

め

に

維
摩
経
は
居
士
ブ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ

（く
【ヨ
”
【”
澪
Ｈ【〓

維
摩
詰
）
の
説
く
経
典
で
あ
り
、
（↓
窺
基
の
い
う
よ
う
に
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル

テ
ィ
の
こ
と
を
説
く
経
典
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
説
く
、
す
な
わ
ち
維
摩
経
の
説
く
教
団
は
在
家
を
ふ
く

む
広
義
の
教
団
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
教
団
を
積
極
的
に
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ィ
マ
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
シ
ャ
ー
キ
ャ
ム
ニ
（釈
迦
牟
尼
）
の
成
覚
が
教
団
な
し
で
成
就
さ
れ
た
事
実
を
重
視
し
て
教
団
を
成
覚
の
た
め
の

絶
対
的
要
因
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
成
覚
は
出
家
の
独
占
物
で
は
も
と
よ
り
な
く
、
出
家

・
在
家
に
平
等
で
あ

っ
て
、
人
間

す
べ
て
が
達
成
し
う
る
最
高
理
想
で
あ
る
と
す
る
。

教
団
を
積
極
的
た
る
と
消
極
的
た
る
と
を
問
わ
ず
否
定
す
る
維
摩
経
に
お
い
て
は

「教
団
」
は
格
別
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し

た
が

っ
て

「維
摩
経
に
お
け
る
教
団
」
と
い
う
こ
の
論
題
は
、
あ
る
い
は
維
摩
経
を
通
し
て
み
た
大
乗
経
典

一
般
の
教
団
、
特
に
原
始
仏

七
一

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）

き秋



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）

教
教
団
と
改
題
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

（目
次
）

１
　
教
　
団
　
の
　
定
　
義

２
　
教
　
　
　
団
　
　
　
員

３
　
僧
　
　
　
　
園

４
　
道
　
　
　
　
　
場

（１
）

窺
基

「説
無
垢
称
経
疏
」
巻
第

一
本
（大
正
三
八
、　
一
〇
〇
二
Ａ
初
）

教

団

の

定

義

仏
教
教
団
の
原
語
は

∽”
コ
∞
ｒ
”
で
あ
り
、
僧
伽
、
僧
、
衆
と

一
般
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
衆
知
で
あ
る
が
、　
僧
伽
、　
僧
は
不
翻

の
音
写
で
あ
り
、
衆
の
訳
語
も
教
団
の
訳
語
と
し
て
は
す
べ
て
を
尽
く
す
も
の
で
は
な
い
。
多
比
丘

一
処
和
合
を
僧
伽
と
名
づ
け
、
そ
れ

に
声
聞
僧
、
菩
薩
僧
の
二
種
が
あ
り
、
持
戒
の
段
階
に
よ

っ
て
有
羞
僧
、　
無
羞
僧
、　
唖
羊
僧
、　
実
僧
の
四
種
の
僧
に
分
け
ら
れ
る
と
い

スヽ
↓
大
智
度
論
の
説
明
で
は
、
こ
れ
に
先
き
だ
つ
っ
）比
丘
の
註
釈
を
参
勘
し
て
も
な
お
仏
教
教
団
と
し
て
の

∽
”
，
∞
Ｆ

の
定
義
に
は
隔

靴
掻
痒
の
憾
み
な
し
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
根
拠
か
ら

８
，
∞
口
”
の
定
義
に
迫

っ
て
み
た
い
。
そ
の

一

は

∽
”
，
”
Ｆ
”
の
語
源
で
あ
り
、
二
は
大
智
度
論
の
文
で
あ
る
。

紹
コ
”
ｒ
”
の
語
源
は

８
８
‐ヽ

口
”
”
で
あ
る
。
こ
れ
は

〓
ｏ
ュ
ｑ
を
ヽ
二
ご
日
∽
の
梵
英
辞
典
の
明
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
部
ヨ
‘く
，
Ｐ

５

は
、
部
コ
∞
，
”

が
漢
に
不
翻
で
あ
る
と
お
な
じ
く
、
多
義
で
あ
る
。　
こ
れ
を
原
意
と
転
意
に
分
け
て
整
理
し
て
み
る
。

ま
ず

∽
”
日
，

く
，
”
う
　
の
原
意
は

″
二
者
（も
し
く
は
多
者
）
が
相
会
す
る
″
す
な
わ
ち

″
接
触
す
る
″

で
あ
る
。

接
触
は
進
行
の
停
止
を
意
味
す
る
か

ら

″
阻
む
″

″
妨
げ
る
″
の
意
で
も
あ
る
。
二
者
の
接
触
が
利
那
的
で
あ
れ
ば

″
打
つ
″
と
な
り
、
や
や
緩
慢
に
接
触
す
れ
ば
、
ズ
眼
、

七
二



翼
な
ど
の
）
閉
ぢ
る
″

″
（戦
争
に
お
け
る
）
突
進
、　
突
撃
す
る
″
と
な
る
。　
さ
ら
に

一
段
と
緩
慢
に
接
触
す
れ
ば

″
遭
遇
す
る
″

″
集
合

す
る
″
と
な
り
、
二
者
が
接
触
し
て

一
者
と
な
れ
ば

″
固
ま
る
″
で
あ
り

″
構
成
す
る
″
と
な
る
。
こ
の
物
理
的
に
接
触
す
る
二
者
に
好

悪
の
感
情
が
伴
う
と
き
は

″
和
合
す
る
″
と
な
り
、
あ
る
い
は

″
殺
害
す
る
″

″
傷
害
す
る
″
と
な
り
、
さ
ら
に
は

″
固
著
す
る
く
邸
コ
ア

と
な
り
、　
あ
る
い
は

″
放
棄
す
る
″

″
催
滅
す
る
″
と
な
る
。
要
す
る
に
、
８
ヨ
‘く
，
”
”
は
未
知
の
二
者
が
相
会
し
、
集
合
し
、
あ
る

集
合
体
を
構
成
し
、
和
合
し
、
集
合
体
の
是
と
す
る
も
の
に
固
著
す
る
一
方
、
違
和
な
者
に
対
し
て
は
阻
害
し
、
殺
害
し
、
集
合
体
の
否

と
す
る
も
の
は
こ
れ
を
放
棄
し
催
滅
す
る
の
意
で
あ
る
。

い
ま

一
つ
の
根
拠
で
あ
る
（↓
大
智
度
論
の
文
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、　
大
智
度
論
は
、
三

時
仏
住
王
舎
城
者
閣
幅
山

中
共
摩
詞
比
丘
僧
大
数
五
千
分
」
（摩
訂
般
若
波
羅
蜜
経
、
序
品
第

一
、
大
正
八
、
二
一
七
Ａ
初
）
の
文
の
な
か
共
摩
訂
比
丘
僧

（日
”
，
洋
脚
ぴ
〓
，

澪
瑠
８
，
”
ｒ
ｏ
●
”
∽翠
０
，
”
ヨ
）
の
共

含
翠
０
，
”
日
）
を
釈
し
て
、　
一
処

一
時

一
心

一
戒

一
見

一
道

一
解
脱
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
般

若
経
の
文
は
仏

ｅ
ｒ
”
∞
”
く
”
０
と
比
丘
衆

ｅ
ｒ
】Ｊ
５
”
コ
∞
口
じ

と
は

「共
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
に
は
比
丘
衆
を
構
成
す
る
各
比

丘
は
ま
た
す
で
に

「共
」
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

か
く
し
て
、
仏
教
教
団
は
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
教
団

邸
，
”
ｒ
”
と
は
宗
教
的
目
的
を

一
に
す
る
出
家
が
シ
ャ

ー
キ
ャ
ム
一ス
釈
迦
牟
尼
）
あ
る
い
は
そ
の
教
法
を
中
心
と
し
て

一
処
に
集
合
し
、　
そ
の
特
定
の
戒
律
の
も
と
に
和
合
し
、　
Ｔ
）行
動
を

一

に
し
て
、
理
想
実
現
に
専
心
す
る
、
閉
ざ
さ
れ
た
特
殊
的
宗
教
集
団

８
８
い”
８
一ぞ

【Φ
【置
一ｏ
易

”
８
●
０
で
あ
る
、
と
。

（１
）

大
智
度
論
（八
〇
Ａ
）
で
は

り
，
”
”
ゴ
共
僧
伽

・
僧

。
衆
）
は
比
丘

ｅ
Ｆ
〓
磐
）
の
集
団
で
あ
り
、　
一
一
の
比
丘
は
僧
伽
で
な
く
、
ま
た
比
丘
を
は

な
れ
て
集
団
は
な
い
と
い
っ
て
比
丘
と
僧
と
の
関
係
を
樹
木
と
森
林
の
そ
れ
に
た
と
え
て
説
い
て
い
る
。　
そ
し
て

「共
摩
詞
比
丘
僧
」
、　
こ
れ
は
多

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

く

「与
摩
訂
比
丘
僧
倶
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
共
を

一
処

一
時

一
心

一
戒

一
見

一
道

一
解
脱
と
註
釈
し
て
（七
九
Ｂ
）僧
伽
は
特
殊
的
宗
教

集
団
で
あ
っ
て
地
縁

・
血
縁

。
種
族

・
職
業

・
階
級
に
因
る
集
団
で
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

さ
て
、
３
，
”
●
”
の
用
法
を
維
摩
経
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
る
。
梵
文
の
な
い
維
摩
経
か
ら

∽
”
”
”
〓
，
の
用
法
を
論
ず
る
こ
と
は

一
見
無
法
と
考

えヽ
ら
れ
る
が
、　
３
，
”
ゴ
”
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

ヽ
”
ｏ
一
０
●
●
に
か
ぎ
ら
れ
、　
ま
た
こ
の

０
”
ｏ
一
ヽ
●
●
は

ｍ
”
・●Ｐ

３
，
ｍ
，
Ｐ

３
，
”
〓
富
”
の
訳
語
に

用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
慣
用
法
か
ら
推
し
て
ゆ
け
ば
、
ま
ず
錯
雑
す
る
こ
と
は
な
い
と
信
ず
る
。

維
摩
経
（大
正
蔵
、
十
四
巻
）
で
３
■
”
ｒ
”
の
語
は
十

一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
比
丘
衆
（五
三
七
Ａ
）
、
声
聞
僧
（五
五
六
Ｂ
）
の
各

一
回
、
菩
薩
僧
（五
五
四
Ｃ
、
五
五
六
Ｂ
）、
仏
法
衆
（五
三
七
Ａ
、
五
五

一
Ｂ
）
の
各
二
回
、
そ
の
余
の
五
回
は
仏
法
衆
を
各
別
に
述
べ
た
謗
諸
仏
毀

於
法
不
入
衆
数
（五
四
〇
Ｃ
中
）
の
類
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
毬
”
ｍ
，
”
は
仏
教
教
団
員
に
つ
い
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

宗
教
集
団
に
対
す
る
地
縁

。
血
縁

・
階
級
等
の
集
団
の
語
と
し
て
維
摩
経
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
ュ
明
・【お
の
一
蔓
ｍ
で
示
さ

れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
『”明

種
、
種
姓
は
例
の

Ｆ
Ｌ
”
Ｏ
Ｌ
８
ヽ
澪
Ｌ
”
０
●
〓
■

善
男
子
善
女
人
の
語
を
除
い
て
ほ
ぼ
二
十

一
回

用
い
ら
れ
て
い
る
。　
Ｆ
〓
】Ｐ

”
Ｐ
Ｓ
」
．攣
”
（一翠
）

く
”
。日
Ｆ

の
梵
語
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
【お

は
、　
天
衆
の

Ｏ
ｏ
く
”
』
丼
”
ヽ
”
↑
｝
ヽ
ｏ
こ
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
が
、
維
摩
経
で
は
四
天
王

ｏ
詳
属
日
”
〓
翠
”
，
‘Ｆ
響

″̈
“
（く
ｏ
こ
計
ふ
０
（五
四
六
Ｃ
末
）
の
一
回
の
み
で
あ
る
。

さ
て
こ
と
で
は
集
合
形
態
が
円
で
あ
る
と
随
従
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
漢
訳
で

「衆
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
８
，
”
す
”
以
外
の
二
三
の
語
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
語
の

一
Ｆ
，
Ｒ

↑
露
・
”
●
●
８
８
）
０
営
】く
帥
８
）
ｏ
ミ
【０
と
ヽ
●
ミ
■
，

日
”
ａ
”
】じ

が
多
用
さ
れ
て
四
十
五
回
を
数
え
る
。
原
語
は
異
な

っ
て
い
て
も

一
様
に
衆
、
大
衆
、
衆
会
、
替
属
な
ど
と
訳
さ
れ
て
な
か
な
か
煩
わ
し
い
。

Ｏ
　
ｏ
ミ
一
”
０
＝
ｏ
ミ
一留
０

④
　
与
無
量
百
千
衆
（恭
敬
囲
続
而
為
説
法
（五
三
七
Ｂ
末
）
一
府
〓
Ｒ

げ
置
く
“
φ絆ｏ
■
０
●
ヨ
Ｐ

，
う
ｏ
富
泳
”
ご
８
，
３
８
照
”
ｏ
Ｒ
К
Ｏ
あ
・

［玄
］
（安
坐
）
海
会
大
衆
（五
八
五
Ａ
）
一
″
ゴ
Ｒ

『”
く
，
日
絆多
ｐ

Ｏ
Ｒ
３
”３
Ｅ
●
彎
”

０
　
［玄
］
四
衆
（五
五
八
Ｂ
）
け
だ
，
８

げ
争
【
Ｏ
ｐ

８
″３
暑
帥
彗

も
営
К
ヽ

０
　
一
切
大
衆
（親
仏
神
力
歎
未
曽
有
×
五
三
七
Ｃ
）、　
一
切
大
衆
（歎
未
曽
有
×
五
三
八
Ｃ
末
）
、
此
諸
大
衆
（莫
不
目
見
）
（五
五
二
Ａ
中
）、

（諸

天
人
阿
修
羅
）
一
切
大
衆
（五
五
七
Ｂ
末
）
手
”
ヨ
リ
ｏ
”
α
α
”
，
こ
”
●
ｏ
”
宮

一
Ｆ
，
８
¨
К
コ
“
く
詳
白
ｏ
営
К
↑



０
　
［玄
ズ
釈
迦
牟
尼
及
）諸
菩
薩
丼
所
説
法
（五
八
四
Ａ
）
け
だ
す
Ｒ

ｍ
，

Ｏ
Ｆ
く
〓
ｒ
〓
テ
Ｒ
ヽ
●
ミ
瑠
●
ョ
”
●
一
”
ご

め
〕
　
０
”
”
【く
”
【
“

④
　
（魔
波
旬
）
与
其
替
属
（稽
首
我
足
×
五
四
三
Ａ
中
）、
諸
菩
薩
声
聞
之
衆
（五
五
五
Ｂ
末
）
、
（雨
時
宝
蓋
）
与
其
谷
属

（供
養
薬
王
如
来

（五
五

六
Ｂ
初
）、
（我
等
）率
諸
官
属
（為
聴
法
×
五
五
七
Ｂ
中
）
、
【玄
穴
妙
吉
祥
）
与
諸
大
衆
倶
入
其
舎
（五
六
七
Ｃ
）、
［玄
ズ
梵
王
宮
殿
）衆
会
（五
八

一五
Ａｎ
）
一
Ｆ
す
ｏ
【　
α
”
，
げ
ｏ
”
り　
０
”
¨
●
”
，も
”
】ヽく
“
【”

０
　
（今
文
殊
師
利
）
与
大
衆
倶
（来
×
五
四
四
Ｂ
中
）、
与
諸
大
衆
（恭
敬
囲
続
×
五
五
三
Ｂ
中
）
一
Ｆ
，
Ｒ

日
”
“
「
ｐ

Ｏ
営
【げ
〓
摯
”
‐ｏ
営
】く
翠
”

０
　
日
”
●
０
”
ご

［玄
ズ
為
衆
説
法
）
於
衆
会
処
（五
八

一
Ｂ
）
一
庁
デ
Ｒ

ｍ
■

府
ず
”
Ｂ
′

ヨ
”
●
０
”
【”
，日
帥
０
”
（
コ
ン
ズ
は

″
尖
形
屋
根
の
講
堂
″
と
訳
す
）

以
上
、　
簡
単
で
は
あ
る
が
衆
会
と
し
て
の
大
衆
と
替
属
お
よ
び
会
場
と
し
て
の
大
衆
と
の
区
別
を
示
し
た
が
、　
こ
と
に
例
示
し
た
以
外
の

０
だ
〓
ｏ
”
は
衆
会
と
し
て
の
大
衆

も
鶴
溜
ヽ
を
指
し
て
い
る
。

（２
）

大
智
度
論
（七
九
Ｃ
Ｉ
八
〇
Ａ
）
は
多
義
不
翻
の
比
丘

げ
〓
だ
０
口

の
五
義
を
語
源
論
を
主
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

０
　
清
浄
に
乞
食
し
て

（ヽ

げ
，
中Ｊ
）
活
命
す
る
か
ら

②
　
よ
く
煩
悩

↑
】８
じ

を
破
す
る

（ヽ

げ
〓
ｅ

か
ら

♂
い
げ
〓
●
●
”
〓
ａ
ｏ
げ
〓
庁
一
●
【
〓
）

０
　
出
家
人
の
一
で
あ
る
か
ら
（た
と
え
ば
中
国
人
に
お
の
お
の
、
胡
漢
光
虜
の
名
が
あ
る
よ
う
に
）

０
　
受
戒
の
時
に

「我
れ
某
甲
比
丘
は
形
寿

含
く
易
）
を
尽
く
す

（ヽ

オ
一じ
ま
で
よ
く
戒
を
持
す
」
と
誓
う
か
ら

０
　
出
家

・
剃
頭
、
染
衣

・
受
戒
の
の
ち
は
漸
漸
に
断
結
離
苦
し
て
涅
槃
に
入
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
魔
王
お
よ
び
魔
の
人
民
を
怖
れ

（ヽ

げ
〓
）
さ
せ

る
か
ら
、
比
丘
と
い
う
、
と
。

（３
）

大
智
度
論
　
七
九
Ｂ
、

（４
）

大
智
度
論
　
八
Ｏ
Ａ
末

此
中
二
種
僧
可
共
田
百

一
渇
磨
②
説
戒
０
受
歳
０
種
種
得
作

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）

七
五



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）

七
六

二

教

団

の

構

成

員

維
摩
経
で
教
団
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
経
の
発
頭
の
い
わ
ゆ
る
六
成
就
の
文
で
あ
る
。　
こ
の
な
か
Ｔ
）
衆
成
就
と
処
成
就
を
と
り

あ
げ
て
、
教
団
の
構
成
員
と
僧
園
の
立
地
条
件
の
二
項
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

維
摩
経
の
衆
成
就
の
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

田
　
与
大
比
丘
衆
八
千
人
倶

②
　
菩
薩
三
万
三
千
人

③
　
復
有
萬
梵
王
戸
棄
等
従
余
四
天
下
来
詣
仏
所
而
為
聴
法

④
　
復
有
萬
二
千
天
帝
亦
従
余
四
天
下
来
世
会
坐

ω
　
井
余
大
威
力
諸
天
竜
神
夜
叉
乾
間
婆
阿
修
羅
迦
楼
羅
緊
那
羅
摩
朕
羅
伽
等
悉
来
会
坐

③
　
諸
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
倶
来
会
坐

す
な
わ
ち
、
０
１
０
の
六
グ
ル
ー
プ
が
維
摩
経
の
衆
会

Ｏ
Ｒ
３
，

も
ミ
】８
８

で
あ
り
、
衆
成
就
と
い
う
と
き
の
衆
で
あ
る
。
こ
の
衆

会

Ｇ
お
”
ｅ

は
か
な
ら
ず
し
も
教
団
構
成
員
た
る
を
要
し
な
い
。
大
智
度
論
の
前
述
の

「共
」
の
説
明
に
よ
る
か
ぎ
り
で
は

「共
」
飾
Ｔ

Ｏ
，
”
日

の
具
格
支
配
を
よ
っ
て
具
格
で
記
さ
れ
て
い
る
第

一
の
大
比
丘
衆

（ヨ
”
，
卸
●
０
〓
Ｊ
ｃ
８
，
∞
〓
”
こ

と
第
二
の
菩
薩
衆

（σ
ｏ
Ｏ
Ｅ
‐

∽洋
〓
”
部
”
”
〓
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
み
が
教
団
構
成
員
で
あ
り
、
第
三
よ
り
第
六
に
い
た
る
四
グ
ル
ー
プ
は
仏

（”
口
”
”
”
く
障
）
と

一
処
し

な
い
で
、
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
住
処
よ
り
こ
の
説
処
に
来
会
し
た
外
来
者
で
あ

っ
て
教
団
構
成
員
で
は
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
第
六
グ
ル
ー
プ
の
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
の
四
衆
の
帰
属
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
が
生
ず
る
。
お
な
じ
く
比
丘
で



あ
り
な
が
ら
大
比
丘
衆
は
教
団
員
で
あ
る
が
、　
比
丘
比
丘
尼
は
教
団
員
で
は
な

い
と
い
う
矛
盾

で
あ
る
。
（ι

大
智
度
論
は
列
挙

の
配
列

に
慎
重
で
あ
る
経
典
が
四
衆
を
最
後

の
グ

ル
ー
プ
に
配
列
し
て
い
る
理
由
を
挙
げ
る
の
に
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷

の
そ

の
数

の
各
五
百
人

の
少
き
を
以
て
し
て
い
る
の
み
で
、
比
丘
は
第

一
グ

ル
ー
プ
の
大
比
丘
衆
と
同

一
視
し
て
か
え
り
み
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
四
衆
の
比
丘
は

無
羞
僧
、
唖
羊
僧
で
あ
り
、
大
比
丘
衆
は
有
羞
僧
、
実
僧
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
説
明
は
な

い
。
か
り
に
、
比
丘
は
、
優
婆
塞
優
婆
夷

の
対
語
に
対
し
て
比
丘
尼
を
述

べ
る
た
め
に
比
丘
比
丘
尼
と
対
語
し
て
述

べ
た
無
意
義
な
語
で
あ
る
と
し
て
も
教
団
員
た
る
比
丘
尼
が
教

団
員
で
な

い
と
い
う
矛
盾
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
仏
と

一
処
し
な

い
比
丘
比
丘
尼
に

つ
い
て
教
団
の
拡
大
に

伴
な
う
教
団
所
在
地
の
広
域
化
を
も

っ
て
比
丘
比
丘
尼

の
仏
と

一
処
す
る
こ
と
を
会
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
四
衆

の
な
か

の
比
丘
比
丘
尼
は
分
住
と
い
う
形
で
仏
と

一
処
に
住
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
広
大
な
僧
園
で
も
仏

の
説
処
か
ら
遠

い
と
こ
ろ
に
住
し
て
い

る
た
め
に
経
典
に

「
来
会
坐
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
依
然
と
し
て
教
団
員
た
る
に
か
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
、
と
。

（１
）

衆
成
就
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
経
典
ご
と
に
そ
の
形
式
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
衆

Ｃ
ミ
ψ
”
ｅ

す
な
わ
ち
聴
衆
と
し
て
、

０
　
大
比
丘
衆

②
　
菩
薩
衆

０
　
四
衆

０
　
天
部
八
衆
（帝
釈

・
梵
天

。
天
子
天
女
の
天
衆
を
ふ
く
め
て
）

同
　
国
王
大
臣
婆
羅
門
居
士

が
普
通
考
え
ら
れ
る
。
経
典
の
内
容
そ
の
難
易
に
よ
っ
て
こ
の
五
群
は
取
捨
選
択
さ
れ
る
が
、
０
は
声
聞
衆
と
同
視
さ
れ
、
五
人
の
声
聞
衆
が
あ
っ

て
教
団
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
事
実
に
鑑
み
て
こ
れ
を
省
く
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
同
は
省
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
凡
俗
の
と
の
聴
衆
が
あ
る

と
き
は
通
俗
的
な
易
解
の
経
典
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
意
味
で
半
梵
半
俗
の
四
の
四
衆
も
省
略
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

配
列
の
順
序
は
０
０
群
は
動
か
な
い
が
、
０
以
下
は
天
―
人
と
す
る
か
、
人
―
天
の
順
序
に
す
る
か
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
る
。

次
に
配
列
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
田
乃
至
０
群
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数
が
異
な
る
。
大
比
丘
衆
の
数
は
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て
千
二
百
五
十
人
と
さ
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
が
、
五
百
人
、　
八
百
人
も
あ
れ
ば
五
万
五
千
倶
胆
（宝
月
童
子
間
法
経
）
も
あ
る
。　
ま
た
そ
の
数
を
示
さ
ぬ
も
の
も
あ
る
（弥
助
下

生
成
仏
経
）。

ま
た
、
０
０
群
に
つ
い
て
は
そ
の
勝
相
（特
質

的
●
●
じ

が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
、
０
●
０
群
に
つ
い
て
は
そ
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
特
に
０
群
の
各
天
衆
に
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
煩
わ
し
い
。

（０
乃
至
同
群
の
す
べ
て
叉
は
そ
の
一
部
が
余
の
十
方
仏
土
か
ら
の
遠
来
の
聴
衆
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
）。

最
後
に
い
ま

一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
０
１
同
特
に
０
１
問
が
等
同
に
並
列
さ
れ
る
場
合
、
例
え
ば
与
大
比
丘
、
比
丘
比
丘
尼

優
婆
塞
優
婆
夷
、　
大
菩
薩
衆
及
大
諸
天
帝
…
…
…
人
非
人
等
無
量
百
千
大
衆
（百
仏
名
経
）
、　
与
大
比
丘
衆
二
万
人
倶
菩
薩
摩
詞
薩

一
万
人

［勝
相
］

［名
前
ズ
奮
迅
王
問
経
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
０
が
主
で
あ
り
、
②
以
下
が
こ
れ
に
従
属
す
る
場
合
、
こ
れ
は
は
る
か
に
少
い
が
、
例
え
ば
、

大
比
丘
衆
倶
、
比
丘
［そ
の
数
］
、
菩
薩
［そ
の
数
穴
光
讃
経
、
大
方
等
頂
王
経
、
宝
網
経
な
ど
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
衆
成
就
の
形
成
と
内
容
を
概
観
し
た
が
、
こ
の
点
か
ら
み
て
維
摩
経
は
ま
ず
標
準
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）

大
智
度
論
（八
〇
Ｂ
、
八
四
Ｂ
）

三
Ｅ
僧

園

僧
園

Ｇ
ふ
ヨ
じ

と
い
う
の
は
教
団
の
所
在
地
の
こ
と
で
あ
る
。

僧
園
は
都
城
に
近
く
て
、
し
か
も
閑
静
で
あ
る
と
い
う
相
い
反
す
る

条
件
を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
大
智
度
論
は
僧
園
の
立
地
条
件
を
規
定
し
て
、
王
舎
城
の
霊
鷲
山
が
最
も
こ
の
条
件
に

適

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

煩
を
い
と
わ
ず
大
智
度
論
の
言
う
僧
園
の
立
地
条
件
に
し
ば
ら
く
耳
を
貸
す
こ
と
に
す
る
。

仏
は
摩
伽
陀
国

（〓
”
∞
”
０
こ

の
王
舎
城

（”
飼
』”
”
讐
じ

に
と
り
わ
け
多
く
住
さ
れ
た
と
い
う
。
大
智
度
論
（七
エハＣ
Ｉ
）
は
そ
の
理
由
と



し
て
大
略
六
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

０
　
マ
ガ
ダ
国
は
豊
楽
に
し
て
食
を
乞
う
て
得
や
す
く
、
（七
八
Ａ
）、　
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー

（く
”
い３
こ

、　
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー

つ
ヽ
く
３
一白）
の
二
国
の
よ
う
な
，
）飢
餓
は
な
く
（七
八
Ｂ
）、
か
つ
そ
の
国
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ

（Ｗ
ヨ
〓
飾
轟
）
か
ら
は
伽
耶
祀
舎

（０
”
く
甲

含
『８

象
頭
山
）
に
お
け
る

「願
わ
く
ば
仏
お
よ
び
僧
の
わ
が
王
舎
城
に
就
か
れ
ん
こ
と
を
。
形
寿
を
尽
く
す
ま
で
わ
が
衣
被
・
飲
食

・
臥
具

。
医
薬
の
給
す
る
所
を
受
く
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
い
う
約
勅
が
あ

っ
て
、
常
に
千
の
比
丘
の
食
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
（七
八
Ａ
Ｉ
Ｂ
）。

②
　
王
舎
城
は
山
中
に
あ

っ
て
閑
静
で
あ
る
が
、
余
国
の
精
舎
は
平
地
に
あ
り
多
く
の
雑
人
が
入
出
来
往
し
や
す
く
閑
静
で
は
な
い
。

ま
た
こ
の
山
中
に
は
精
舎
が
多
く
、
諸
坐
禅
人
、
諸
聖
人
み
な
閑
静
を
楽
し
み
、
そ
こ
に
多
く
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（七
八
Ｂ
）
。

ち
な
み
に
余
国
に
精
舎
の
少
な
い
実
情
を
述
べ
て
、

シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
に
は
祗
垣
精
舎

Ｃ
ｏ
Ｓ
く
”
５
じ

と
摩
伽
羅
母
堂

（〓
畠
翠
や
日
翠
ヽ
。「
お
仰
０
”
鹿
母
講
堂
の
二
精
舎
、

ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー

（く
翠
騨
●
３
Ｊ

に
は
梨
師
薬
陀
那

つ
０い０
障
”
”
”
仙
人
堕
処
）
、

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
に
は
摩
詞
槃

（〓
ｐ
ｒ
帥
く
”
●
じ

と
猫
猥
池
岸

（〓
ミ
奸
騨
”
ｉＳ
Ｓ
●

０
二
精
舎
、

カ
ウ
シ
ャ
ー
ン
ビ
ー

（パ
，
ｃ
Ｇ
Ｂ
目
）
に
は
鋤
師
羅
園

（パ
ｏ
〓
【Ｆ
や
郭
公
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
（七
七
Ｃ
）。

０
　
東
方
の
国
の
な
か
で
は

マ
ガ
グ
国
が
、
ま
た

マ
ガ
グ
国
の
中
で
は
王
舎
城
が
最
勝
で
あ
る
。
王
舎
城
の
中
に
は
十
二
億
の
家
あ
り

（七
八
Ａ
）
と
い
っ
て
、
済
度
す
べ
き
衆
生
の
多
い
こ
と
を
示
す
。

０
　
官
蘭
那

「
日
”
●
”
澪
鎖
く
”
０
じ

等
の
六
師
…
…
（中
略
Ｙ
…
・長
爪

∪
耐
，
”
●
”
Ｆ
，
”
梵
志
、
婆
瑳

（く
単
∽
ぼ
障
『
じ

偵
子
、
の
ち
の

憤
子
比
丘
）
等
み
な
外
道
の
大
論
議
師
、
お
よ
び
長
者
戸
利
堀
多

ａ
『ぼ
〓
稗
じ
、
提
婆
達
多

（∪
①
く
”
ａ
洋
一と
、
阿
閣
世

（＞
』瓢
泳̈
”
”〓
）
等

あ
り
、

こ
れ
ら
謀

っ
て
仏
を
害
し
よ
う
と
し
、　
仏
法
を
信
じ
な
い
で
各
嫉
妬
を
懐
く
。
…
…
（中
略
Ｙ
…
・こ
の
大
智
多
聞
の
人
み
な
王
舎

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

城
に
い
る
か
ら
（七
七
Ｃ
Ｉ
七
八
Ａ
）
不
在
に
し
て
伝
導
教
化
を
怠
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。

ω
　
マ
ガ
ダ
国
、
泥
連
禅
河

（Ｚ
”
【８
ユ
”
●
ど

の
ほ
と
り
渥
楼
頻
螺

（ｃ
〓
〓
【く
割
ま
た

Ｃ
ａ
二
【く
こ

衆
落
は
仏
の
成
道
の
地
で
あ
り

（七
七
Ｂ
）
、　
マ
ガ
ダ
国
は
福
祥
の
地
で
あ
る
。

③
　
王
舎
城
の
地
勢
は
五
山
周
匝
し
て
そ
の
ま
ま
城
の
ご
と
く
で
あ
り
、　
そ
の
地
は
平
正
で
あ
り
、　
生
草
は
細
軟
、　
好
華
は
地
に
遍

じ
、
種
種
の
林
木
の
華
果
は
茂
盛
し
、
温
泉
浴
地
み
な
す
べ
て
清
浄
で
あ

っ
て
そ
の
地
は
荘
厳
さ
れ
て
い
る
（七
エハ
Ａ
Ｉ
七
エハ
Ｃ
）
と
い
う
。

ま
た
、
王
舎
城
に
多
く
の
精
舎
が
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
王
舎
城
の
六
精
舎
は
す
な
わ
ち
、

１
　
竹
園

（く
ｏ
●
ｃ
く
”
●
”
竹
林
精
舎
＝

パ
”
【”
●
０
”
澪
”
，ユ
く
り
ｏ
”
迦
蘭
陀
迦
園
）

２
　
韓
婆
羅
跛
恕

（く
”Ｏ
ｃ
【”
，く
”
●
じ

３
　
薩
多
般
那
求
呵

つ
”
稗
”
０
鶏
●
”
”
ｃ
，
卸
七
葉
窟
）

４
　
因
陀
世
羅
求
呵

０
●
彎
泳
”
【【”
”
“
，
こ

５
　
薩
簸
恕
魂
直
迦
鉢
婆
羅

つ
ミ
０
一黎
“
●
ｅ
Ｆ
餌
ｏ
賦
く
”
一じ

６
　
者
閣
嘔
山

（Ｏ
Ｌ
〓
”
澪
Ｆ
”
０
鶴
く
”
Ｓ

鷲
頭
山
、
霊
鷲
山
）
で
あ
る
。

五
精
舎
は
五
山
中
に
あ
り
、

竹
園
の
み
は
平
地
に
あ
る
（七
七
Ｃ
）
が
、　
こ
の
六
精
舎
の
う
ち
第
六
の
鷲
頭
山
に
仏
は
多
く
愛
住
さ
れ
た

と
い
い
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

鷲
頭
山
は
五
山
の
う
ち
最
も
高
大
で
あ
り
、　
好
き
林

・
水
が
多
く
聖
人
の
住
処
で
あ
り
（七
ユハＣ
）、　
こ
の
精
舎
は
城
に
近
く
て
山
は
上

り
難
く
て
雑
人
は
来
ず
、
城
に
近
い
か
ら
乞
食
し
て
疲
れ
る
こ
と
が
な
い
（七
八
Ｂ
）。
諸
の
坐
禅
の
人
、
諸
の
聖
人
み
な
閑
静
を
楽
し
み
、

多
く
山
に
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
仏
は
こ
れ
聖
人
、　
坐
禅
人
の
主
で
あ
る
。　
こ
の
ゆ
え
に
多
く
王
舎
城

（鷲
頭
山
）
に
住
し
た
も
う



（七
八
Ｂ
）
と
い
う
。

現
に
ガ
ヤ
ー

（〇
”
く
こ

か
ら
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
つ
り
一”
】〓
二
Ｓ

華
氏
域
）
に
通
ず
る
道
路
浴
い
に
五
山
に
囲
ま
れ
た
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ

ハ

の
都
城
が
あ
る
。
そ
の
中
心
街
に
あ
る
温
泉
か
ら
三
キ
ロ
乃
至
五
キ
ロ
の
地
点
に
山
山
が
あ
り
、
南
門
が
あ
り
北
門
が
あ
る
。
右
前
方
に

あ
る
鷲
頭
山
が
最
も
近
く
、
平
地
に
あ
る
竹
林
精
舎
は
左
前
方
の
七
葉
窟
山
の
裏
手
に
あ
り
、
そ
こ
に
行
く
た
め
に
は
ラ
ー
シ
ャ
グ
リ

ハ

の
北
門
を
ぬ
け
て
、
さ
ら
に

一
キ
ロ
ほ
ど
ナ
ー
ラ
ン
ダ
（那
爛
陀
）
村
よ
り
に
進
ん
で
左
手
に
ま
た

一
キ
ロ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
地

に
在
る
精
舎
は
都
城
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
閑
静
は
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
維
摩
経
全
十
四
章
の
説
処
は
奄
羅
樹
園

（＞
ヨ
８
も
回
】ぞ
”
●
”
―
―
第
二
章
を
除
く
経
の
初
め
の
三
章
と
第
十

一
章
以
下
の
四
章
）
と

昆
耶
離

？
”
【３
こ

の
維
摩
詰
の
方
丈
（第
二
章
と
第
五
章
か
ら
第
十
章
に
い
た
る
六
章
、
都
合
七
章
）
で
あ
る
。

奄
羅
樹
園
が
僧
園
で
あ

り
、
毘
耶
離
が
そ
の
最
寄
り
の
都
城
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
距
離
に
つ
い
て
は
経
は
明
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
明
記
さ
れ
て
い

な
い
僧
園
と
都
城
と
の
距
離
を
推
定
す
る
の
が
今
の
課
題
で
あ
る
。

ま
ず
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
と
の
地
勢
の
比
較
か
ら
述
べ
る
。
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
は
前
述
の
ご
と
く
周
囲
を
五
山
に

囲
ま
れ
た
閉
ざ
さ
れ
た
平
地
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
は
広
厳
城
あ
る
い
は
好
稲
城
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
あ

く
ま
で
開
け
た
平
地
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
奄
羅
樹
園
は
平
地
に
在
る
僧
園
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
奄
羅

樹
園
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
都
城
と
の
距
離
の
関
係
が
竹
林
精
舎
と
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ

ハ
の
都
城
と
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
後
者
が
ほ
ぼ
六
キ
ロ
で
あ
れ
ば
前
者
も
ま
た
六
キ
ロ
前
後
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

次
に
奄
羅
樹
園
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
都
城
と
の
距
離
を
維
摩
経
の
文
か
ら
推
定
す
る
。
維
摩
経
の
説
処
が
い
ま
の
両
処
で
あ
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
説
処
の
移
動
を
述
べ
る
二
つ
の
章
が
両
者
の
距
離
を
推
定
す
る
根
拠
と
な
る
。
問
疾
品
第
五
と
菩
薩
行
品

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



維
摩
経
に
お
け
る
教
団
（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

第
十

一
の
そ
れ
ぞ
れ
発
頭
の
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

問
疾
品
第
五
は
仏
国
品
第

一
の
奄
羅
樹
園
の
会
衆
で
あ
る
大
比
丘
衆
八
千
人
、
菩
薩
三
万
三
千
の
う
ち
、
八
千
の
菩
薩
と
五
百
の
声
聞

（＝
大
弟
子
＝
大
比
丘
）
と
百
千
の
天
人
み
な
文
殊
菩
薩
に
随
従
し
よ
う
と
お
も
っ
た
。
そ
こ
で
文
殊
師
利
は
諸
菩
薩

。
大
弟
子
衆
お
よ
び

諸
天
人
に
恭
敬
囲
続
さ
れ
て
昆
耶
離
大
城
に
入
っ
た
（五
四
四
Ｂ
￥
こ
の
文
に
は
彼
ら
が
奄
羅
樹
園
を
出
発
し
た
時
刻
も
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ

ー
城
に
到
着
し
た
時
刻
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
あ
と
第
五
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
文
殊
菩
薩
と
維
摩
居
士
と
の
質
疑
応
答
な
ど
が
あ

っ
て
、　
香
積
仏
品
第
十
に
至
っ
て

「舎
利
弗
心
念
日
時
欲
レ至
」
（五
五
一西
初
）
と
あ
っ
て
時
刻
が
十
二
時
に
近
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

以
上
の
経
文
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
食
後
に
行
わ
れ
た
第

一
章
の
長
者
子
宝
積
等
に
対
す
る
仏
の
説
法
、
お
よ
び
第
三
、
第
四
章
の
仏
の

大
弟
子
衆
、
菩
薩
衆
に
対
す
る
維
摩
詰
間
疾
の
勧
請
に
要
し
た
時
間
と
、
第
五
章
か
ら
第
九
章
に
至
る
文
殊
と
維
摩
の
質
疑
応
答
に
要
し

た
時
間
と
を
午
前
中
の
数
時
間
に
割
り
ふ
る
と
き
、
奄
羅
樹
園
か
ら
維
摩
詰
の
方
丈

へ
の
徒
歩
移
動
に
要
し
た
時
間
は
一
時
間
乃
至

一
時

間
半
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

菩
薩
行
品
第
十

一
の
男
頭
の
経
文
（五
壬
一百
中
）
は
間
疾
品
第
五
の
往
路
に
対
し
て
そ
の
復
路
で
あ
る
。　
し
か
し
こ
こ
で
は
衆
香
国
よ

り
の
遠
来
の
諸
菩
薩
も
い
る
こ
と
と
て
徒
歩
に
よ
ら
な
い
で
、

「維
摩
詰
即
以
〓神
力
・、　
持
〓諸
大
衆
井
師
子
座
・置
〓於
右
掌
一往
・・詣
仏
所
一到

己
著
ン地
」

と
あ
る
よ
う
に
運
載
飛
行
に
よ
っ
て
い
る
。　
こ
の
航
空
運
載
に
よ
っ
て
復
路
し
た
こ
と
か
ら
、　
維
摩
詰
の
方
丈
か
ら
奄
羅
樹

園
ま
で
の
距
離
が
徒
歩
数
十
分
以
上
を
要
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
量
す
る
。

実
地
踏
査
に
よ
ら
な
い
で
奄
羅
樹
園
な
る
僧
園
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
城
と
の
距
離
を
推
定
す
る
こ
と
以
上
の
ご
と
く
で
あ

っ
て
、
こ

の
距
離
を
竹
林
精
舎
と
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
城
と
の
距
離
（五
―
六
キ
こ
に
比
定
し
た
。

僧
　
園
　
の
　
条
　
件



大
比
丘
衆
は
千
二
百
五
十
人
と
通
称
さ
れ
る
が
、　
少
く
と
も
僧
園
は
こ
れ
を
収
容
で
き
る
僧
院

？
夢
母
じ

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
古
い
精
舎
で
あ
る
禰
猥
池
岸

（〓
円
澪
”
Ｓ
ｉＳ
，
ｏ

に
は
重
閣
の
講
堂
が
あ
り
、　
雨
安
居
の
た
め
の
シ
ュ
ラ

ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
の
祗
園
精
舎
に
い
た
っ
て
は
十
六
の
殿
堂
と
六
十
の
小
堂
が
あ

っ
た
と
は
大
般
涅
槃
経
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
弟

子
が
自
房
を
持

っ
た
こ
と
は
諸
経
典
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
た
と
い
そ
れ
が
同
居
で
あ

っ
た
と
し
て
も
僧
院
の
規
模
は
か
な
り
広
大

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
議

０
，
以
こ

の
た
め
の
室
も
講
堂
も
あ
れ
ば
こ
れ
に
若
く
は
な
い
。
し
か
し
、
阿
練
若
処

曾
轟
●
く
”
澪
じ

と

こ
れ
に
付
属
す
る
経
行

↑
”
”
軍
”
日
じ

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
僧
園
は
と
り
わ
け
好
き
林
と
水
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
池
や
川
が
あ
れ
ば
な
お
よ
い
。
維
摩
経
は
仏
道
品
第
八
（五
四
九
Ｃ

初
）
の
讃
菩
薩
侶
に
お
い
て
、
菩
薩
の
園
林
は
総
持
、　
そ
の
花
の
厳
飾
は
菩
提
分
、　
そ
の
果
実
は
解
脱
の
智
、　
そ
の
樹
木
の
幹
は
大
宝
珠

（第
五
偏
）
そ
の
池
沼
は
解
脱
、
三
味
の
水
み
な
ぎ
り
、
清
浄
の
蓮
水
面
を
蔽
い
、
こ
こ
に
浴
す
れ
ば
垢
を
離
る
（第
六
偶
）
と
頌

っ
て
い
る
。

な
お
僧
園
に
つ
い
て
は
本
誌
の
長
尾
雅
人
博
士
の
論
文
に
よ
っ
て
詳
細
を
知
ら
れ
た
い
。

中
村
元

「
王
舎
城
に
お
け
る
釈
尊
」
（鈴
木
財
研
、
研
究
年
報
４
、　
一
九
六
七
）
参
看
。

「飢
饉
こ
の
梵
語
は

住
民
‐げ
〓
Ｆ
一
（乞
食
し
が
た
い
）
で
あ
る
。

四
　

道

場

維
摩
経
に
つ
い
て
教
団
を
述
べ
る
と
き
か
な
ら
ず
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
道
場
で
あ
る
。
維
摩
経
菩
薩
品
第
四
の
光
厳
童
子
の

段
（五
四
一一Ｃ
中
）
の
道
場

Ｇ
ｏ
α
〓
ヨ
”
わ
０
”
菩
提
道
場
、
［玄
］妙
覚
）
で
あ
る
が
、
こ
の
道
場
を
い
わ
ゆ
る
道
場
と
場
所
的
に
曲
解
し
て
こ

維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

2  1



維
摩
経
に
お
け
る
教
団

（大
鹿
実
秋
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

の
道
場
の
記
述
を
も

っ
て
維
摩
経
は
教
団
あ
る
い
は
僧
園
、
僧
院
肯
定
の
経
典
で
あ
る
と
す
る
俗
説
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
、
維

摩
経
の
弟
子
品
は
破
邪
で
あ
り
、
菩
薩
品
は
顕
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弟
子
品
は
従
来
の
誤
ま
れ
る
観
念
を
各
個
に
撃
破
す
る
も
の
で

あ
り
、
菩
薩
品
は
菩
提
す
な
わ
ち
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
四
菩
薩

の
因
縁
講
を
通
し
て
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
弥
勤
菩
薩
の
段
で
は

菩
提
を
定
義
し
、
光
厳
童
子
の
段
で
は
諸
仏
法
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
菩
提
を
述
べ
、
こ
の
二
段
は
菩
提
を
理
論
的
に
取
り
扱

っ
た
も

の
で
あ
り
、
持
世
菩
薩
の
第
二
段
は
法
楽
に
、
長
者
子
善
徳
の
第
四
段
は
法
施
之
会
に
托
し
て
菩
提
を
実
践
的
に
扱

っ
た
も
の
で
あ
り
、

菩
薩
品
は
す
な
わ
ち
菩
提
編
で
あ
る
。
ぴ
ｏ
α
〓
，日
”
う
０
”
は
玄
井
訳
の
妙
覚
の
意
で
あ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
道
場
で
は
な
い
。　
こ
の
語
は
法

供
養
品
第
十
三
（五
五
ユハ
Ａ
初
、
五
五
ユハＢ
末
）
に
も
あ
る
か
ら
つ
い
て
知
ら
れ
た
い
。
こ
れ
ら
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

な
お
、
教
団
を
論
じ
て
戒
律
を
省
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
本
誌
の
平
川
博
士
の
論
文
に
よ

っ
て
そ
の
詳
細
を
知
ら
れ
た
い
。

（昭
和
四
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
）
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